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　ホプキンズ（Gerard Manley Hopkins, 1844―89）は数多くのソネットを残
しているが，実際，畢生の大作『ドイチュランド号の難破』（The Wreck of  
the Deutschland, 1874）以降の主要作品はほとんどがソネット形式（sonnet）
で書かれていて，その数は 30 を超える。ソネットという詩形は，男女の
愛を主題とする詩の形式として 13 世紀イタリアで生まれたが，16 世紀の
初めワイアット（Wyatte, 1503?―42）やハワード（Howard, Earl of  Surrey, 
1517?―47）によって英詩に取り入れられた。この形式による詩の創作は英
国ルネッサンス期に隆盛を迎え，その後一時衰退したものの，ロマン主
義復興期に再び盛んになった。シェークスピア（William Shakespeare, 1564
―1616），ダン（John Donne, 1572―1631），ミルトン（John Milton, 1608―
74），ワーズワス（William Wordsworth, 1770―1850），キーツ（John Keats, 
1795―1821）といった英文学史に燦然と輝く詩人たちにはそれぞれ，現代
の読者にもよく知られたソネット作品がある。ホプキンズはヴィクトリア
朝の人だから，彼がソネットという形式を好んだのは，19 世紀における
ソネットの流行に影響を受けたためと考えられるが，もちろんそれは契機
でしかなく，もっと深い理由はソネットという形式がホプキンズの詩人と
しての資質に合っていたということであろう。
　ホプキンズ以前の英詩におけるソネットは，さまざまな変形（variations）
は別にして，基本的には弱強 5 詩脚（iambic pentameter）14 行から
なっている。押韻形式や構成から，イタリア・ルネッサンス期の詩人で
あるペトラルカ（Petrarch, 1304―74）の作に近い「ペトラルカ風ソネッ
ト」（Petrarchan sonnet），英国ルネッサンスを代表する劇作家・詩人
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であるシュークスピアが好んで用いた「シェークスピア風ソネット」
（Shakespearean sonnet），同じく英国ルネッサンス期を代表する詩人スペ
ンサー（Edmund Spenser, 1552―99）が用いた「スペンサー風ソネット」
（Spenserian sonnet），などに分類できるが，リズムの基本はいずれも弱強
5詩脚（iambic pentameter）である。
　弱強 5 詩脚という制約の下で書くということは，1 行 10 音節が原則と
いうことになる。ホプキンズ以前に書かれたソネットを調べてみると，調
べた範囲では 5 詩脚，5 強勢（fi ve feet, fi ve stresses）という原則を崩して
いる作品はほとんどないように思われる1）。しかし，音節数に関しては，
1行 9音節，あるいは11音節（稀に12音節）ある作品はかなり見られる。
つまり，1 行当たりの規定音節数が弱音節 5，強音節 5 であるのに，文字
表記されたテキストでは，弱音節が 1 つ足りなかったり，1 つ（稀に 2 つ）
多かったりすることがある。
　以下は文字表記されたテキストにおいて弱音節が不足している例であ
る。
　（1）With panting hounds beguiléd of  their prey,
　（2）But came the waves and washéd it away;
　（3）Enjoyed no sooner but despiséd straight;
　（4）Methought I saw my late espouséd saint
　（5）Fair pluméd Siren, Queen of  far-away!
　（6）But, when I am consuméd in the fi re,2）
　これらのケースでは，文字表記されているまま標準的に読むと 9 音節分
の音量しかないが，テキストの文字をよく見ると，イタリック体にした
部分に（’）の記号が付いた文字があって，そのような場合にはその部分
を読む時に，語尾の子音の前に弱い母音を入れて 1 音節分として読む必要
がある。それに従って，beguiled を [b gá l d]，washed を [w´ c: d]，despised
を [d spá z d]，espoused を [ spáuz d]，plumed を [plú:m d]，consumed を
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[k nsjú:m d] と，それぞれ発音することで，どの行も弱強 5 詩脚の規則的
なリズムで聞こえてくる。
　以下は，逆に文字表記されたテキストで弱音節が 5を超えている例であ
る。
　（1）Ah, do not, when my heart hath ‘scaped this sorrow,
　（2）Nor shall Death brag thou wanderest in his shade3）
いずれも見た目は 11 音節からなる行である。しかし，読まれると，ど
ちらも耳には弱強 5 詩脚の規則的なリズムに聞こえるので原則を崩すこ
とにはなっていない。まず，（1）の場合，超過分の弱音節は行末にあっ
て，韻律法上は詩脚に含めない，いわゆる余剰音節である。（2）では，
wanderest は見た目には 3 音節の語に見えるが，読まれる時は弱音部（slack）
において流音 r をはさむ 2 音節の前のほうが弱化して 1 音節のようになっ
て [wándr st] と 2音節に聞こえるので，韻律法上は 5 強勢 10 音節の行と変
わらない。このような音節融合の方法を縮読もしくは走り読み（slurring）
と呼ぶ4）。
　この他，超過分の音節をあらかじめ文字表記上でも省略して，弱強 5詩
脚，10 音節のリズムに聞こえるようにしている場合もある。
　（1）Though th’ error of  my youth in them appear,
　（2）As ‘t please the Fates, by their resistless force!
　（3）Nor lose possession of  that fair thou ow’st 5）
（’）は文字の省略を表す記号で，th’は the，’tは it，ow’stはowestの略である。
順に語尾，語頭，語間の母音が脱落していることを示している。読まれる
時には，該当する母音がほとんど聞こえなくなり，残った子音は隣接する
音節に吸収されてしまう。そのため，弱強格のリズムに聞こえるのである。
このような音節融合の方法を縮約（contraction, shortening）と呼ぶが，母
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音を省略できるのは前置詞，代名詞，冠詞など意味上軽い機能語の中にあ
る音や，接頭辞，接尾辞などである6）。
　以上のように，ホプキンズ以前に書かれた英語のソネットは，基本的に
弱強 5 詩脚 10 音節を標準の 1 行とする詩形であった。リズムに影響する
音節余剰は省略や縮読によって，また，リズムに影響する音節の欠如は，
母音の挿入や母音の分割（例えば，二重母音を三重母音に読むようなこと）
によって，英国におけるソネットの規格に合うように，音声的に調整され
たのである7）。
　1877 年以降，そのような伝統の中でホプキンズはソネットを作ること
になる。300 年以上堅持されてきた「韻律法上弱強 5 詩脚 10 音節と見な
しうる行を 14 行もつ詩形」という枠組について，このヴィクトリア朝詩
人はどのような点を継承し，どのような点を変えたのか，明らかにしてみ
たい。
　まず，「5 詩脚」を基本とするという点については，ホプキンズの立場
は概ね伝統的である。‘Henry Purcell’（1879）, ‘Felix Randal’（1880）, ‘To what 
serves mortal beauty’（1885）, ‘The Soldier’（1885）, ‘Carrion Comfort’（1885?）の
ように「弱強 6 詩脚」で書かれたソネット（Alexandrine sonnet）もあるが，
残りはほとんど 5 詩脚を 1行としている。
　では，「弱強格」を基本にしているかというと，この点でも概ねそのよ
うに言うことができる。ただ，詩脚は基本的には，確かに弱強格ではあ
るが，弱弱強格（anapest）の他，弱音節と強音節の順序が逆になる「反
転詩脚」（reversed foot, counterpointed foot），弱音節の脱落した強音節の
みからなる詩脚（monosyllable），弱弱弱強格（fourth paeon），強弱弱弱格
（fi rst paeon）も部分的に使われることがあるので，詩脚の種類が多く，伝
統的なソネットに比べてリズムが変化に富んでいる8）。「弱弱強格の詩脚」
と「反転詩脚」は，ホプキンズ以前のソネットでも見られるが，弱音部の
ない強音部のみからなる詩脚や，弱音部に 3 つの音節をもつ「弱弱弱強格
の詩脚」，「強弱弱弱の詩脚」はソネットの詩脚としてはまず見られない種
類の詩脚である。ホプキンズは，どのソネットにも弱強格以外の詩脚を少
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なくとも 1種類は使っている。その点に新しい試みに挑戦する詩人として
の魂を感じることができる。
　さて，最後の「10 音節」という規格は，詩脚の問題とも関連している
が，ホプキンズをそれ以前のソネット作者から分かつ大きな特徴となるよ
うに思われる。というのも，彼のソネットには 5詩脚でありながら見たと
ころ 12 音節を超える行が頻出するからである。以下は 1 行を 5 詩脚とす
る主なソネットについて，そのような行の数を調べた結果である。
制作年 作品名 行数
1877 God’s Grandeur 1
The Starlight Night 4
Spring 4
In the Valley of  the Elwy 3
The Sea and the Skylark 1
The Windhover 9
Hurrahing in Harvest 8
The Caged Skylark 6
Lantern out of  Doors 2
1879 Duns Scotus’s Oxford 7
The Candle Indoors 2
Andromeda 1
? As kingfi shers catch fi re 1
1882 Ribblesdale 1
1885? No worst there is none 3
To seem the stranger 2
I wake and feel 1
Patience 2
My own heart 1
In honour of  St. Alphonsus Rodriguez 0
Thou art indeed just 1
The Shepherd’s Brow 2
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　この表から明らかなように，制作時期を問わず，1 行に 5 詩脚をもつ
ソネットのほとんどに 12 音節を超える行がある。ダブリン時代（1885―
89）に書かれた晩年のものには比較的少ないが，ウェールズ時代（1874―
77），オックスフォード時代（1878―79）に作られた作品には音節数の多
い行が目立つ。とりわけ，‘The Windhover’，‘Hurrahing in Harvest’，‘Duns 
Scotus’s Oxford’ にはそのような行が多い。音節数の最も多い行は ‘The 
Windhover’ の 2 行目，‘Duns Scotus’s Oxford’ の 2 行目で，見たところ，と
もに 16 音節ある。強勢は 5であるから，残り 11 音節が弱い音節というこ
とになる。このように長い行はホプキンズ以前の，英語で書かれたソネッ
トにはないと思われる。それまでのソネットでは，弱強格を規格にする以
上，1 行に弱音節は 5 つ，韻律法上数に入れない縮読分や行末の余剰音節
を含めても 6 つか，せいぜい 7 つまでであろう。11 という数は異常に多
いことが理解されるだろう。
　それらの行は以下のようである。
　（1）dom of  daylight’s dauphin, dapple-dawn-drawn Falcon, in his riding
　（2）Cockoo-echoing, bell-swarmed, lark-charmed, rook-racked, river-rounded9）
　音節が多くなった第 1 の原因は，弱音部に音節が 2 つある詩脚が（1）
で 3つ（dom of, dapple, in his），（2）で 2つ（Cuckoo, river）あることであ
る。これらの詩脚は見たところ「弱弱強格」（anapest）となるのだが，い
ずれの場合も発音する時には弱音部を構成する音節のうちの 1 つで母音が
弱化するため 1 音節の音に聞こえてくる。弱強格を基本とする行に現れ
る，このような「変格」の詩脚は，すでにシェークスピアの例で見たよう
に，ホプキンズ以前にも稀に見られるが，その場合には弱強 5 詩脚のリズ
ムを損なわないように弱音部の 2音節を 1音節に縮読する必要があった10）。
ホプキンズの場合にも同じような扱いになるだろう。隣接する音節の一方
に弱い母音があればそれらの音節を連結して発音することができる。そう
することで，韻律法上は弱強格のように扱うことができるのである。だか
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ら，この種の「変格」の導入はホプキンズの独創ではない。ただ，ホプキ
ンズ以前の詩人たちはソネットにおいては稀にしか使わなかったのに対し
て，それを特別なものとしないで使っている点にホプキンズの新しさが
あったと言えるだろう。
　音節が多くなった次の原因は，行間に複数の余剰音節が使われているこ
とにある。原稿によれば，下線（ 　 ）を引いた部分がそれで，（1）に 2
つ，（2）に 3 つある11）。これは，ホプキンズが outride もしくは hanger と
呼ぶもので，一定の条件の下で使うことができる。その条件とは，強い強
勢を受ける音節の後であることと，次に小休止をはさんで，続く詩脚の弱
い音節が来ることである12）。上の例はそのような条件を満たしていること
になる。ホプキンズによれば，これらは弱い余剰音節であるので，韻律分
析では詩脚を構成するものとは見なさず，詩脚の音節の数に入れない。
　最後に，どちらの行にも行末に余剰音節となる弱音節があるため，1 行
の音節数がさらに増えているのである。
　要するに，いずれの場合にも，規格である「弱強格」より弱音節の多い
「弱弱強格」の詩脚と，2 種類の余剰音節を使っているため，その分だけ
音節数が増えたのである。これらの行以外についても，音節数が多いのは
原因が同じである。とりわけ，outride を使った行は音節数が多くなって
いる。outrideは，‘The Windhover’で7，‘The Caged Skylark’で5，‘Hurrahing 
in Harvest’ で 11，‘Duns Scotus’s Oxford’ で 10 使われているが，これらの
作品は，前掲の表から明らかなように，いずれも音節数の多い行で目立つ
作品である13）。
　ところで，規格外の詩脚や余剰音節を使うことでホプキンズは何を得よ
うとしたのだろうか。
　弱強格以外の詩脚を使ったのはリズムに変化を与えるためであったと考
えられる。同一種類の詩脚を機械的に反復するだけではリズムは単調にな
らざるを得ない。それを避けるために詩人たちは，様々な「破格」（poetic 
license）や「変則」（deviation from rule）を利用するのである14）。「弱強 5
詩脚」を規格と決めてソネットを創作する以上，「弱弱強格」であれ，「反
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転詩脚」であれ，それ以外の種類の詩脚を使うのは一種のルール違反であ
る。そうではあるが，あけすけなルール違反に対してホプキンズは消極的
であり，違反の程度を軽くするために，反転詩脚を使って 1行の音節数は
変えないとか，弱弱強格の詩脚にある弱音部を 1音節に縮読できるように
語を選んで並べて 10 音節分にするとかしたように思われる。
　それでは，余剰音節はどのような目的で使ったのか。行の冒頭や末尾に
置かれた弱音節で詩脚を構成する相棒となる強音節をもたないものは不完
全小節にある音符のようなもので，完全小節に当たる詩脚中の弱音節と異
なり，それがなくても弱強 5 詩脚の 1行分の音節は足りている余剰音節な
ので，ルールには違反しないが，1 行を読むのにかかる時間を確実に長く
する。outride も同様の余剰音節で，やはり，これがあることでその 1 行
を読む時間は長くなる。つまり，余剰音節は，作品を長くするのに貢献す
る。それがまさしく，ホプキンズが余剰音節，とりわけ outride を多用す
る目的の一つである。
　1881 年 10 月 29 日付けの書簡でホプキンズは次のような意見を述べて
いる。
ソネットが英国でイタリアのように効果が上がらなかった，あるいは成功
しなかった理由は，それがイタリアのソネットほどに長くなかったことだ
と思います。英国のソネットがうまくいっていないとすれば，理由はその
長さが目立って短くて，この長さ不足は比較的というより絶対的な不足で
あることに帰すると思います。（略）英国のソネットはイタリアのソネッ
トに比べて，短くて，軽く，弾んで軽薄に聞こえます 15）。
　要するに，英国のソネットの欠陥は絶対的な長さ不足にあるとホプキン
ズは主張しているのだが，その欠陥を繕うために outride を使うのだと彼
はこの書簡の続きでその使用の目的を明らかにしている。
　引用した書簡でホプキンズが述べているように，長さ不足を解消する
次のステップは弱強 6 詩脚でソネットを書くことであった。その結果，
‘Henry Purcell’，‘Felix Randal’，‘To what serves mortal beauty’，‘The Soldier’，
‘Carrion Comfort’ のようなソネット（Alexandrine sonnet）が誕生したので
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ある。これらのソネットでは outride も併用されており，それらが「長さ」
を追求した作品であることを示唆している。
　余剰音節を使ったのにはもう 1 つの目的があったと思われる。すなわ
ち，異なる種類の詩脚をまぜるのと同じように，リズムに変化を与える
ことである。余剰音節は数の上では余分であるが，それがあるとないと
ではリズムが異なる。その部分で上昇調（rising rhythm）が下降調（falling 
rhythm）に変わったりする。余剰音節はルール違反ではないので，言うな
らば，「合法的に」単調になりがちなリズムに変化をもたらすことができ
る。ホプキンズは余剰音節をそのようなものとして利用したように思われ
る。
　ところで，前述したように，リズムに変化を与えるために，様々な種類
の詩脚を使う場合，「弱強 5 詩脚」を規格と決めると，それらの詩脚は必
然的に「破格」や「変則」となる。それらを「合法的」に利用できるリズ
ム原理がいわゆる「スプラング・リズム」（sprung rhythm）である。この
原理では詩脚数，強勢数だけが決められて，弱音節の数は 0から 3 までの
いずれでもよい16）。だから，強音節のみの詩脚でも弱音節を 3 つもつ詩脚
でも 1 行の中で問題なく使うことができる。‘The Windhover’ や ‘Hurrahing 
in Harvest’ はこの原理に基づいて書かれたソネットである。
　結局，ホプキンズは，スプラング・リズムという原理を採用すること
で「同一格の反復」と「1 行の音節数の固定」という 2 つの制約について
は緩める方向へ大きく踏みだそうとしたが，「14 行という行数」と「1 行
5 詩脚という詩脚数の固定」については，一部の変形（Alexandrine sonnet, 
Curtal sonnet など）を除いて，ソネットを形式として成立させる重要な縛
りとしたため解くことに消極的だったと言えるだろう17）。
　さらに，もう 1 つ形式上重要な制約として押韻形式（rhyme scheme）が
ある。ホプキンズはソネットを書くのに当たって「シェークスピア風ソ
ネット」ではなく，「ペトラルカ風ソネット」の形式を選んだ。後者は前
者に比べて，押韻に使われる音節の種類が少なく，それだけ選ぶ語が制限
される。しかし，ホプキンズはあえてこの制約の厳しい困難な道を選んだ
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のである。押韻形式と 14 行の構成については，一部の例外を除いてホプ
キンズは一貫して本家イタリアの伝統を堅持している。
　それらの制約はソネットを詩形式として成立させるものであるととも
に，その「窮屈さ」が言語を操る詩人の能力の見せ所ともなる。その制約
の下で適切な語を選び，かつ適切に配置する能力を試されるのである。ソ
ネット形式で韻文を作ったとき，ホプキンズは 1行 5詩脚という制約や脚
韻のパターンという制約を考慮しながら，伝えようとする意味の焦点とな
る語が強勢によって際立つように，読んだときのリズムも確かめて語を選
び，並べていったと思われる。詩脚ごとに語や音節の軽重を確認し，重く
なるべき位置に重い音節が，軽くなるべき位置に軽い音節が配置されるよ
うに考えて並べたことだろう18）。そのような点についてホプキンズは細や
かな感受性をもっていた。そこにもホプキンズらしさがよく表われてい
る。
　全体的な制約の中で，このように語，句，文における音を計量しなが
ら，行を書き上げていくその点が，あるいはホプキンズという詩人の資質
に合っていたのではないだろうか。イエズス会会員として生きる道を選ん
だホプキンズは，厳しい縛りの下で自己実現しようとした人であった。そ
ういう人にとって，厳しい制約のある詩形でことばを磨く行為は聖職者と
しての生き方とつながるものであったと言うことができる。
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